大正時代の第一高等学校の寮歌の研究 : 旧制高校の教育と音楽的側面からの検討 by 下道 郁子






























る。第一期は明治 27 年（1894）の高等学校令を起点とし、　第二期は大正 7 年（1918）の高
等学校令改正以降と分類される。大正時代は第一期から第二期への移行期、転換期と考えら
れる。大正 7 年（1918）の新しい高等学校令（12 月 5 日公布）では、7 年生高等普通教育の
方針が出され、高等学校の修業年限は 7 年とし、うち尋常科 4 年、高等科 3 年とした。この
1 　下道郁子「明治時代の第一高等学校寮歌にみる音楽活動」東京音楽大学研究紀要第 31 集　2007





















語、丙は仏語であった 6。規則改定では大正 9 年に学年開始期を 9 月 1 日から 4 月 1 日と改める。
大正 10 年に新高等学校令による高等科の文科、理科生徒が入学し、この年から新学期開始が
4 月となる。




修身 国語及び漢文第一外国語第二外国語歴史 地理 哲学概説心理及び倫理法制及び経済数学 自然科学体操
一 1 6 9 （4） 3 2 3 2 3
二 1 5 8 （4） 5 2 2 3 2




6 　理科丙は大正 11 年（1922）に文部省、官立高等学校高等科選抜試験規定により、加えられる。




























修身 国語及び漢文第一外国語第二外国語数学 物理 化学 植物及び動物鉱物及び地質心理 法制及び経済図書 体操
一 1 4 8 （4） 4 2 2 3 2 2 3
二 1 2 6 （4） 4 3 3 2 2 2 3





































菊池寿人（1864-1942）、校長在職 1919-1924（大正 8-大正 13）
　第一高等中学校文科卒で同級に夏目漱石、正岡子規がいた。東京帝大文科大学では国文学を
専攻、大学院に学び、陸軍教授に任官、明治 31 年（1898）に第一高等学校教授となった。大
正 9 年（1920）に校長に就任したが、健康を害し、同 13 年（1924）に退任、その後は講師と
して国語科の授業を昭和 14 年（1939）まで担当した。大正 15 年（1926）に山中湖畔に完成
した一高の寮を「嘯雲寮」と命名した。










　大正 8 年（1919）に旧東寮に代わって、新寮が 2 寮完成し、東寮と和寮と命名される。これ
で、東寮、西寮、南寮、北寮、中寮、朶寮、和寮の合計 7 寮と増加したため、総代会で、紀念
祭の各寮寮歌募集をやめ、全寮からおよそ 2 編を選ぶことになった。大正 8 年（1919）2 月には、
岡崎嘉平太ら 13 名の寮歌選定委員と寮委員有志で寮歌選考会を開き、応募 14 件から 2 寮歌を、
東和寮落成紀念歌応募 2 件から 1 編を選んでいる。楽友会員と委員が集まり、当時、楽友会の
指導者であり、東京音楽学校の教授であった作曲家の弘田龍太郎に、歌ってもらって選定した








出版年 記譜の種類 作者名 原譜か現行版か
明治 37 年版（初版） 数字譜 なし 原典
大正 13 年版 数字譜 若干記される 歌っている通り 11










11　向陵駒場　vol.10 No.3 1968 7「寮歌集回顧（2）竹中雪 pp.38-40





　第 1 期　明治 24 ～ 31 年（1891 ～ 1898）：揺籃時代
　第 2 期　明治 32 ～ 43 年（1892 ～ 1910）：第一次開花期
　第 3 期　明治 43 ～大正 15 年（1910 ～ 1926）：第二次開花期
　第 4 期　昭和 2 ～ 10 年（1927 ～ 1935）：昭和前期
　第 5 期　昭和 11 ～ 24 年（1936 ～ 1949）：昭和後期（イ）戦前、（ロ）戦中、（ハ）戦後
　本研究の対象時期は大正 2 年（1913）～大正 15 年（1926）とするため、第二次開花期に対
応する。五線譜化されている大正 2 年から 15 年までの寮歌 96 曲、応援歌、部歌、頌歌 11 曲
の音階、リズム、調性、形式、曲想記号を分析し、一覧にしたものを付録に示す。分析対象曲
は五線譜があるものとした。大正 4 年（1915）柔道部凱歌「仇敵北に」は「平沙の北に」（明
治 38 年　1905）の譜、大正 8 年（1919）銃剣部部歌「瑞雲映ゆる」は「東皇回る」（同年、東
和寮落成紀念歌）の譜と記されてあるのみで、譜面がないので対象曲からは外す。よって分析





　2/4 拍子が 55 曲、4/4 拍子が 22 曲、3/4 拍子が 15 曲、6/8 拍子が 7 曲、12/8 拍子が 1 曲、拍
子が途中で変化するものが 5 曲で 2/4 拍子が半数以上を占める。3/4 拍子は大正 5（1916）年
までは 0 だが、大正 10（1921）年以降に 10 曲あり、大正 15（1926）年に 4 曲も集中している。
6/8 拍子 7 曲の内 4 曲は東大、京大の寄贈歌である。1 曲のみの 12/8 拍子も京大の寄贈歌である。
結果は表 4 に示す。
表 4
拍子 2/4 拍子 4/4 拍子 3/4 拍子 6/8 拍子 12/8 拍子 途中変化
曲数 55 22 15 7 1 5










　今回の分析では、音階の 3 度と 6 度が、主音に対しそれぞれ長 3 度、長 6 度のものは「長」と、
短 3 度、短 6 度のものは「短」と分類し、終止音と共に記した。曲の途中で転調して、他の調
で終わる曲は「その他」とした。結果は表 5 に示す。
　ニ短（1 曲のみ）は大正 9 年（1920）の九大寄贈歌「漁り火消えゆき」、イ長（1 曲のみ）は
大正 10 年（1921）東大寄贈歌「と安の春も」である。
（3）音構造
　今回の分析では数字譜の理論に従い、音階の 1 番目の音を d（ド）として、移動ド読みで
drmfsltd（ドレミファソラシド）と記した。短調の場合も同様に音階の 1 番目の音を d（ド）
として記した。第 4 音の f と第 7 音の t の有無に着目して、分析を行った。結果は表 6 に示す。
（4）リズム型
　「単付点」と表記したリズム型は、付点 8 分音符＋ 16 分音符、又は倍の付点 4 分音符 +8 分
音符の、寮歌や軍歌に典型的なピョンコ節と呼ばれるリズムパターンで、78 曲（74.3％）である。
「その他」と表記したのは、「単付点」とは判断できないリズム型で、27 曲（25.7％）である。「そ
の他」は大正 11（1922）年以降に 12 曲と集中している。
表 5
調 ハ長 ハ短 ニ長 ニ短 ホ長
変ホ長ヘ長 ヘ短 ト長 イ長 変ロ長変ロ短その他




































五音＋第 4 音、第 7 音（f、
t）共に有る＝全音階
曲数 38 22 15 30
割合 /105 36.20％ 21.00％ 14.20％ 28.60％
－30－
（5）形式
　形式は 4 小節を一単位に、アルファベットで記した。4/4 拍子の曲は 2 小節を一単位とした
場合もある。4 の倍数にあたる小節において、主音で終わっている場合は終止とみなしカンマ
「,」で区切った。例えば aba は a と全く同じフレーズが現れたことを示し、a’ a” は変容された
フレーズが現れたことを意味する。結果は表 7 に示す。
　全体的に洋式楽曲の特徴である対比と繰り返しというパターンはほとんどなく、徒然なるま




　上記の記号や指示があった曲は 28 曲と少ない。EX は曲想表示を意味し「快活に」「穏やかに」
といった日本語での表示がほとんどである。V は息継ぎのブレス記号、D はダイナミクスの強
弱記号、F はフェルマータ、T はテンポ表示を示す。
　大正 12 年（1923）の卒業 40 年紀念歌「ああわれら」は、大譜表のピアノ伴奏付きで、洋式
楽曲としてかなり完成された作品である。
明治時代の寮歌との比較、考察
　明治期は 110 曲のうち 3/4 拍子は 4 曲であったが、大正期は 105 曲中 15 曲と曲数も割合も



















曲数 6 37 4 58

































































































の名前がある。大正 8 年（1919）に管弦楽部が創立される。蓄音機音楽会というのを大正 7 年





第 36 回紀念祭寮歌『烟り争ふ春霞』榎本謹吾作詞　安藤煕作曲　大正 15 年（1926）
譜例 3 参照
















　譜例 4 は数字譜による原譜、譜例 5 が五線譜になった改訂版、譜例 1 が最終版である。まず
譜例 4 と譜例 5 では、第 4 小節目と第 5 小節目の「ゆめにただよう」の音の数が増えたために、
歌詞との対応も変わってしまっている。譜例 5 の方が音の運びも、歌詞と旋律との関係も自然
で、歌い易くなっている。
　譜例 5 と譜例 1 を比較すると、4 段目の 13、14 小節目の音の連なりが、同音の連打から半音上
のドの音に修飾的に上行することにより、動きがでて、音楽的により魅力あるものとなっている。
　次に録音と比較してみよう 17。歌による録音では第 2 小節目のシの連打はシドシに、また
リズムも付点ではなく四分音符が 3 つになっている。また 4 段目の 14 小節目はシシドシでは
なくドドドと、ここも四分音符が 3 つになっている。ピアノによる録音では第 5、9、13、17、
21 小節目が同音の連打をやめ、四分音符 3 つになっている。例えば第 17 小節目は、シシドシ
からシドシへと変化している 18。












































今井紹雄「寮歌集の昭和版」向陵駒場　vol.10 No.3 1968 7 pp.48-51
下道郁子「明治時代の第一高等学校寮歌にみる音楽活動」東京音楽大学研究紀要第 31 集　
2007 pp.33-52
下道郁子「明治 20 年代～ 40 年代の旧制高等学校の音楽教育―特に第一高等学校の音楽活動を
中心に―」音楽教育史研究第 11 号　2009 pp.39-51
竹中雪「寮歌集回顧（2）」向陵駒場　vol.10 No.3 1968 7





























2 東寮 ささら流れの 星野龍猪 久能木槇治 2/4 ハ長 drmfsltdrm 単付点 abc,def
2 西寮 ああ丙日の 上沼健衛 久米正雄 2/4 ニ長 drmsl 単付点 abcb’c’d
2 南寮 春の思ひの 柴田知常 畑耕一 2/4 ハ短 drmsldr 単付点 abcd,a’e
2 北寮 ありとも分かぬ 世良田進 根本剛 2/4 ハ短 drmfsltdrm 単付点 ab,cdb’e
2 中寮 夢ゆたかなる 石本己四雄 高橋浩 2/4 ホ長 tdrmm#fsl 単付点 abcd,a’
2 朶寮 春、繚乱の 石井銀弥 藤田八郎 2/4 ハ長 drmsldr 単付点 abcd,ef
2 東大 暮霞こもれる 朝永研一郎 松宮順 6/8　2/4 ニ長 drmfsltdr その他 abca’,defg F V
2 京大 天日はるかに 12/8 変ホ sdrmfsltd その他 aa’bcdef
2 九大 御代諒闇の 石川勝治 岩原拓 4/4 ヘ短 stdrmfsl その他 abcd
2 楽友会 かをりのみたま 石井銀弥 久能木槇治 4/4 ハ長 sltdrmfsltd その他 ab,cd,ef D F V
3 東寮 弥生が岡の夕まぐれ 石井銀弥 宮本武之輔 2/4 変ロ ldrmfsl 単付点 abc,def
3 西寮 黎明の霞 川上利器 2/4 ハ短 drmfsldrm 単付点 abc,def
3 南寮 春の光の 櫻井俊記 宮津栄太郎 2/4 変ロ短 drmsldrm 単付点 abc,def
3 北寮 柏の濃緑色 　谷　壽 阿部龍夫 2/4 ハ長 drmsltdrm 単付点 abcdef
3 中寮 ゆれて漂ふ陽炎に 朝永研一郎 淵上房太郎 2/4 変ホ ldd♮rmff♮sltd 単付点 abac,de
3 朶寮 大空舞ひて 田中久重 開口次郎 2/4 ハ長 drmfsltdr 単付点 abac,de
3 東大 ああ香蘭の 北川　彦 2/4 変ロ drmsltdrm 単付点 aba’b’,cd
3 京大 弥生が丘に、 6/8 ニ長 sdrmfsldr 単付点 aa’,bcad EX V D
3 九大 まだうらわかき 4/4 ニ長 drmsltd 単付点 ab,ab,cd
4 東寮 広野をわたる 黒田清 関口次郎
3/4
4/4
ヘ長 sltdrmfsl その他 aa’aa,bc EX
4 西寮 愁雲しげき桃山に 赤木勝雄 本荘可宗 2/4 ハ長 drmsldr 単付点 ab,cdeb’
4 南寮 見よ秋千に 鹽谷　壽 阿部龍夫 2/4 変ロ短 drmfsldrm 単付点 ab,cd
4 北寮 無言に憩う向陵の 矢崎美盛 2/4 ハ短 sdrmfsldr 単付点 ab,cd,e.f
4 中寮 紫の暁望に満ちて 諸井貫一 高島文雄
3/4　4/4
3/4　2/4
ハ短 drmfsldr 単付点 abcde
4 朶寮 橄欖の森春たけて 大橋忠一 4/4 ハ長 sdrmsld 単付点 ab,a’ EX
4 東大 晴るるおもひに 4/4 変ロ drmfsldrm 単付点 ab,cb’
4 京大 散りし櫻を踏みなづみ 弘田龍太郎 2/4　3/4 ヘ短 sldrmsl 単付点 abcd
4 九大 野路の小百合の 上沼健衛 谷茂 2/4 ヘ短 msltdrmsl 単付点 abcd,ef EX
4 楽友会 ああ新緑の向陵に 楽友会 阿部龍夫 2/4 ト長 sldrmsl 単付点 ab,cd,ef EX
5 東寮 ああ朝潮の 大石五郎 2/4 ハ長 drmsldrm 単付点 abcd,ef
5 西寮 朧に霞む月の宴 大久保利隆 田宮知恥夫 2/4 ハ短 drmsldrm 単付点 aa’a”b,cb’
5 南寮 闇に陰れる空寂の 福定興四郎 2/4 ハ長 drmsldrm 単付点 abcd,ef
5 北寮 実る橄欖芳しく 赤木勝雄 渡邊秀雄 2/4 ハ長 drmsldr 単付点 Abc,d
5 中寮 朧月夜の花の陰 矢々崎正經 福田停悌夫 6/8 ニ長 sdrmsl 単付点 abcdef
5 朶寮 黄昏時の夢の國 根村當勇 高原弘 2/4 ヘ長 sdrmfslt 単付点 ab,cb’,de
5 東大 橄欖のかげ柏木の 鹽谷　壽 平井好一 6/8 ハ長 sdrmfsldrm 単付点 abcd EX
5 京大 わがたましひの故郷は 箕作秋吉 2/4 ホ長 drmfsltd その他 ab,ab,cb
5 九大 われらの命の芽生えの 2/4 ト長 sdrmsl 単付点 abcd EX
5 東北大 雲ふみわけて 吉田秀 2/4 ハ長 drmsldr 単付点 abcdef
6 東寮 都南の翼の千萬里 土田豊 高原弘 2/4 ハ短 drmsldrm 単付点 aba’cde
6 西寮 眞闇の影は 小池安三
小池安三
高木佑一郎 2
/4 ニ長 drmfsldr 単付点 abcd,ef
6 南寮 若紫に夜は溶けて 箕作秋吉 橘高賓賓 3/4 ト長 sltdrmfsl 単付点 ab,cd,c’,b’ EX
－38－
6 北寮 ああ青春の驕楽は 星井捷平 谷川徹三 2/4 ト長 sltdrmsl 単付点 ab,cdef
6 中寮 日は眠る 根村當勇 清野暘一郎 3/4 変ホ drmfsltd 単付点 ab,cd,e EX




矢崎美盛 4/4 ニ長 sdrmfs その他 aa’,ba” EX
6 京大 比叡の山に雪消えて 2/4 ハ（ト終止） drmfsltd 単付点 abcd
6 九大 つめたき冬の 上沼健衛 谷茂 2/4 ニ長 sltdrmsld 単付点 abcd、cd EX
6 東北大 青葉山 2/4 ハ長 sdrmsldrm 逆付点 abcd EX
7 東寮 悲風惨悴 根村當勇 長澤信之助 2/4 ハ長 sldrmsldr 単付点 abcd,ef EX
7 西寮 うららにもゆる 長谷孫重郎 橋爪　健 2/4 ニ長 drmsld 単付点 ab,cd,ef
7 南寮 朧月夜に　白く 星井捷平 宮田保郎 2/4 ハ短 drmslt♮d 単付点 ab,cdef
7 北寮 紫霧ふ 矢野一郎 橋高賓賓 2/4 ハ長 drmsltdrm 単付点 abcc’de
7 中寮 霞一夜の 中野勇 副島　勝 2/4 ニ長 drmfsldrm 単付点 abacde
7 朶寮 眠れる獅子の 箕作秋吉 松原久人 2/4 変ロ drmfsltd 単付点 abab’,c,d
7 東大 蘇る春の 6/8 変ホ drmff♮sltd その他 aa’,bc,a”a’” EX
7 京大 いま京近き 牧　亮吉 4/4 ニ長 sldrmfsl 単付点 ab,cc’ad,
7 九大 暗雲西に 4/4 ト長 sldrmsl 単付点 ab,cd,ef EX




月は老ゆるを 石岡武 岡崎勝男 4/4 ニ長 sltdrmfsldr その他 ab,cd,ef
8 まどろみ深き 岸　偉一 氷室吉平 3/4　4/4 ハ　ハ短 drmfsldrm 単付点 ab,cd,ef
8 一博こう翔三萬里 矢野一郎 山口等　 2/4 ホ長 sltdrmsld 単付点 abb’cde
8 東大 時の流れもゆるやかに 箕作秋吉 3/4 ト長 mfsltdrmsl その他 aa’,ba” EX




東皇回る 矢野一郎 井上萬壽蔵 2/4 ハ長 drmfsldrm 単付点 ab,cd,eb’
9 春甦る 矢野一郎 橋爪健 3/4 ハ長 drmfsltdrm 単付点 aa’bc
9 一夜の雨を 矢野一郎 安並正英 2/4 ハ長 drmsldr 単付点 aba’c,b’b”de
9 のどかに春の 摺澤頸四郎 氷室吉平 3/4 ハ長 tdrmfsltdr 単付点 ab,cb’,ab”
9 嗚呼東海の 長谷孫重郎 今井常一 2/4 ホ長 sldrmsltd 単付点 a,b,cd,e,b’
9 東大 あかつきつぐる 二宮武治 2/4 ニ長 drmsldrm 単付点 abcd
9 九大 漁火消えゆき 4/4 ニ短 st#drmsl その他 ab,c,d
10 弥生が丘に洩れいづる 弘田龍太郎 渡邊諒 3/4 ハ長 drmsldrm 単付点 abcd
10 東海染むる 大野文男 高野一夫 4/4 ト長 sldrmsl 単付点 ab,cdef
10 ああ紫の 弘田龍太郎 中村克己 4/4 ハ長 drmsld 単付点 abcd,ec’
10 東大 春未だ若き 上田豊 今井常一 3/4 ヘ長 sltdrmfsl 単付点 ab,cd,ef EX
10 東北大 御空に映ゆる 2/4 ニ長 sltdmfsltd 単付点 ab,cdef




11 自治の流れは 大鹽　直 田中不破三 4/4 ハ長 drmsltdrm 単付点 abac,de
11 紫烟る 中村幸四郎 青木延春 4/4 変ホ sdrmsltdr その他 aa’bc
12 流れ行く 鈴木重威 吉家鴻三 4/4 ニ長 ltdrmfsltd その他 abc,de D
12 栄華は古りし 一高楽友会 青木延春 4/4 ハ長 drmsltdrm 単付点 ab,cdef
12 夕月丘に 小野富壽郎 井上司郎 6/8 ハ長 drmsltdr その他 aa’,bc,def
13 暁星の光消えゆき 三石 深田久弥 3/4 ニ長 sdrmfsltd その他 abcd
13 白陽に映ゆる 鷲尾平吾 石田久市 6/8 ハ長 sldrmfsl その他 aba’cde
13 草より明けて 竹中　雪 吉富　滋 2/4 ハ長 sdrmfsldr 単付点 abc,d,e,f
13 東大 宴して 渡邊　諒 3/4 ト→ハ sltdrmfsldrm その他 abcdefghi,jk EX D V
13 東大 今日回り来る 岸偉一 中平章 3/4 ハ長 drmsltdrm その他 abcd,ef EX
13 京大 春や加茂の 福田敬之 6/8 ト長 msltdrmfsl その他 abcde,fg
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14 杏かなる日 弘田龍太郎 郡祐一 3/4 変ロ drmsldrm 単付点 abcdef
14 橄欖の梢の尖に 弘田龍太郎 大嶋長三郎 2/4 ト長 sldrmsl その他 abcdef
14 しろがね遠く 竹中　雪 　沼澄次 4/4 ハ長 drmfsltd その他 abcd,a’
15 さ緑庭に 石井五六 正木篤三 3/4 ニ長 sldrmsld 単付点 ab,cb’
15 あしたの星の 鶴田三郎 齋木秀雄 3/4 ハ長 sdrmfsldm 単付点 ab,c,def
15 烟り争ふ春霞 安藤煕 榎本謹吾 3/4 ハ長 drmfsltdrm 単付点 aa’ba”,c,de
15 東大 生命の泉 國鹽耕一郎 郡祐一 3/4 ハ長 sldrmfsldm 単付点 ab,cd,ef





慕えどあはれ 亀井貫一郎 石井滿 4/4 ニ tdrmfsltd その他 aa’,bc T
4 柔道部凱歌 仇敵北に 「平沙の北に」 久能木槇治 譜面なし
4 御大典奉祝歌 東海波は太平の 箕作秋吉 二宮武治 4/4 変ロ mfslt♭drmf その他 aa’,bc EX
5 立太子奉祝歌 いやさかえゆく 根村當勇 清野暘一郎 4/4 ヘ sltdrmfsl その他 ab,ca’
8 銃剣部部歌 瑞雲映ゆる 「東皇回る」 横溝光輝 譜面なし
9 端艇部応援歌 ああ向陵に 矢野一郎 今井常一 2/4 ハ sldrmsld 単付点 abcd,b’ea’d EX
11 遠漕歌 紅香ふ朝霧に 千葉四郎 千葉四郎 2/4 ニ短 sdrmsld 単付点 ab,cd EX
12 野球部応援歌 正気あふるる 弘田龍太郎 深田久弥 2/4 ト sldrmsl 単付点 ab,cdef
12 卒業四十年記念歌 ああわれら 三谷雄一郎 三谷雄一郎 4/4 ハ drmsldrm その他 abcde,e’ EX D
14 嘯雲寮 芙蓉の峰に 千葉四郎 千葉四郎 2/4 ハ drmfsldr 単付点 abcd
14 弓術部部歌 ああ日は昇る 弘田龍太郎 郡祐一 4/4 ハ sltdrmsl 単付点 abcd,efg EX
譜例 1
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